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課題名：肺移植後予後に関する多施設レジストリ研究 
 
１．研究の対象 
岡山大学病院にて 1998年 1月から 2021 年 4月までの間に肺移植を受けられた方。ま

た、本研究は多施設共同研究として、日本全国の肺移植が対象となり、今回は東北大学病

院呼吸器外科が統括施設（データセンター）となり、肺移植をお受けになる日本全国の患

者さんの術後成績を研究することとなっています。 
 
２．研究期間 
倫理委員会承認後～2026年 4月 

 
３．研究目的 
岡山大学病院および日本全国の肺移植実施施設において、肺移植手術の合併症や長期予

後に影響を与え原因を明らかにすることを目的としています。 
 
４．研究方法 

上記の対象の方の診療記録より、レシピエントの移植前のデータ・ドナーに関するデ

ータ・移植手術のデータ・レシピエントの移植後データを後方視的に検討します。 
 
５．研究に用いる試料・情報の種類 

以下の情報を診療記録から得て研究を行います。 

・レシピエントの移植前のデータ：年齢、性別、体重、身長、喫煙歴、移植前経過、生活歴、家族

歴、内服薬、移植前合併症、生理検査データ、画像データ、肺移植登録日 

・移植手術のデータ：術式、手術時間、麻酔時間、手術中の投与薬剤、術中バイタルサイン、術

中画像所見、麻酔中の人工呼吸器の設定、出血量、輸血量、輸液量、体外循環の種類と設定、

体外循環時間、肺グラフト冷虚血時間・温虚血時間 

・ドナーに関するデータ：年齢、性別、体重、身長、喫煙歴、生活歴、家族歴、HLA タイプ、感

染症検査結果、提供手術前経過、提供手術前画像データ、肺グラフトの状態、提供手術情報 

・移植手術のデータ：術式、手術時間、麻酔時間、手術中の投与薬剤、術中バイタルサイン、術

中画像所見、麻酔中の人工呼吸器の設定、出血量、輸血量、輸液量、体外循環の種類と設定、

体外循環時間、肺グラフト冷虚血時間・温虚血時間 



 

 

・レシピエントの移植後データ：HLA タイプ、術後画像所見、術後血液検査値、術後内服薬、術

後注射薬、摘出肺病理所見、人工呼吸管理日数、ICU 滞在日数、入院期間、人工透析使用の

有無 

 
６．外部への試料・情報の提供 

この研究に使用する試料・情報は、研究統括施設である東北大学病院呼吸器外科に提供

させていただきます。提供の際、氏名、生年月日などのあなたを直ちに特定できる情報は

ふくまれないようにします。データは、匿名化して研究用 IDで管理し、対応表は岡山大

学で保管します。 

 
７．研究組織 

＜研究代表機関＞ 
東北大学加齢医学研究所呼吸器外科学分野 岡田克典 
＜共同研究機関＞ 
獨協医科大学病院胸部外科   千田雅之 
東京大学医学部附属病院呼吸器外科  中島 淳 
千葉大学医学部附属病院呼吸器外科  吉野一郎 
藤田医科大学病院呼吸器外科   星川 康 
京都大学医学部附属病院呼吸器外科  伊達洋至 
大阪大学医学部附属病院呼吸器外科  新谷 康 
岡山大学病院呼吸器外科   豊岡伸一 
福岡大学病院臓器移植医療センター  白石武史 
長崎大学病院 移植医療センター（腫瘍外科） 永安 武 
＜既存資料・情報の提供のみを行う機関＞ 
日本臓器移植ネットワーク   門田守人 

 
８．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 
 
照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
研究分担者： 



 

 

三好健太郎  

岡山大学病院 呼吸器外科 

〒700-8998 岡山市北区鹿田町２−５−１  

TEL 086-235-7265 

 
◆個人情報の利用目的の通知に関する問い合わせ先 
保有個人情報の利用目的の通知に関するお問い合わせ先：「８．お問い合わせ先」 

※注意事項 

以下に該当する場合にはお応えできないことがあります。 

＜人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 第 6章第 16の 1(3)＞ 

①利用目的を容易に知り得る状態に置くこと又は請求者に対して通知することにより、研

究対象者等又は第三者の生命、身体、財産その他の権利利益を害するおそれがある場合 

②利用目的を容易に知り得る状態に置くこと又は請求者に対して通知することにより、当

該研究機関の権利又は正当な利益を害するおそれがある場合 

 

◆個人情報の開示等に関する手続 

本学が保有する個人情報のうち、本人の情報について、開示、訂正及び利用停止を請求

することができます。保有個人情報とは、本学の役員又は職員が職務上作成し、又は取得

した個人情報です。 

あなたのご希望があれば、個人情報の保護や研究の独創性の確保に支障がない範囲内で、

この研究計画の資料等を閲覧または入手することができますので、お申し出ください。 

また、この研究における個人情報の開示は、あなたが希望される場合にのみ行います。あ

なたの同意により、ご家族等（父母（親権者）、配偶者、成人の子又は兄弟姉妹等、後見人、

保佐人）を交えてお知らせすることもできます。内容についておわかりになりにくい点があ

りましたら、遠慮なく担当者にお尋ねください。 

この研究は氏名、生年月日などのあなたを直ちに特定できるデータをわからない形にし

て、学会や論文で発表しますので、ご了解ください。 

この研究にご質問等がありましたら「８．お問い合わせ先」の連絡先までお問い合わせく

ださい。また、あなたの試料・情報が研究に使用されることについて、あなたもしくは代理

人の方（ご家族の方等も拒否を申し出ることが出来る場合があります。）にご了承いただけ

ない場合には研究対象としませんのでお申し出ください。ただし、すでにデータが解析され、

個人を特定できない場合は情報を削除できない場合がありますので、ご了承ください。この

場合も診療など病院サービスにおいて患者の皆様に不利益が生じることはありません。 


